


































　本邦初となる翻訳の底本には，Edward Herbert, The Autobiography of Edward, Lord Herbert 
of Cherbury, ed. Sidney Lee, 2nd edn. (London: Routledge, 1906) を用いた。異本として，The Life 



































































































































































































































































































































































































Herbert	 and	 Robert	 Sanderson,	 ed.	 George	 Saintsbury	 [London:	 Oxford	UP,	
1927],	p.	276）
（2）	十七世紀イギリスを代表する宗教詩人のひとりジョージ・ハーバートは，晩年の
約三年間，ソールズベリー近郊の小邑ベマトンに教区牧師として赴任した。鬼塚
敬一訳『ジョージ・ハーバート詩集』（南雲堂，一九八六年）；『続ジョージ・ハ
ーバート詩集』（南雲堂，一九九七年）；山根正弘訳『田舎牧師　その人物像と信
仰生活の規範』（朝日出版社，二〇一八年）参照。
（3）	我々はどこから来てどこへ行くのか，この哲学的な探究は，ペトラルカに代表さ
れるように，ルネサンス期に再興した普遍的な思索であった。近藤恒一訳『わが
秘密』（岩波文庫，一九九六年）一五頁；『無知について』（岩波文庫，二〇一〇
年）三四頁参照。その出所は，ヨハネ福音書（八：十四）「自分がどこから来た
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のか，そしてどこへ行くのか，わたしは知っている。しかしあなたたちは，わた
しがどこから来てどこへ行くのか，知らない」（新共同訳，以下同じ）であろう。
（4）	本訳書の底本としたシドニー・リー編では，ラテン語の韻文が二編ここに挿入さ
れる。だが，異本のシャトルワース編にならい，前編「（人間の）生について
（哲学的探究）」のみを訳述し，後編「推測しようとするところの天上の生につい
て」は割愛した。上記シャトルワース編の後注に収録された英語の散文訳を参照
したが，重訳ではない。
（5）	ハーバート卿の哲学の根幹は，人の心は白紙（タブラ・ラサ）ではなく，すでに
神により諸観念が植えられているという，生得観念である。Edward	Herbert,	
De	Veritate,	trans.	Meyrick	H.	Carre	（1936;	rpt.	London:	Thoemms,	1992）．　
（6）	十八世紀イギリスのロレンス・スターンの奇抜な小説では，冒頭で「種」よりさ
らに遡って，両親が仕込む段階から話が始まるという諧謔となっている。朱牟田
夏雄訳『トリストラム・シャンディ（上）』（岩波文庫，一九八三年）。
（7）	キリスト教でいう，いわゆる三元徳に喜悦を付加し，古代ギリシアの四枢要徳に
なぞらえたのか。Ⅰコリント信徒への手紙によると，「それゆえ，信仰と，希望
と，愛，この三つは，いつまでも残る。その中で最も大いなるものは，愛であ
る」（十三：十三）。アウグスティヌスは，その著『エンキリディオン』（便覧）
で，ある友人の問いに答える形で「何を信じ，何を希望し，何を愛すべきか」を
論じ，信・望・愛を信条とする。赤木善光訳『アウグスティヌス著作集4』神学
論集（教文館，一九九五年）参照。
［　附記　］ウェールズの地名に関して，日本でも知られている有名なものはウェールズ語に由来す
るものであっても，ガイドブックなどにならい英語的な読み方を採用し，行政上の区画で郡
（hundred）よりも下の村名については，地元の慣例的な読み方でカタカナ表記にした。ウェール
ズ語の発音については，永田喜文氏（明星大学講師／ウェールズ文学）に有益な助言をいただい
た。ここに記して感謝の意を表する。
